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三
原
市
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
佐
木
島
（
鷺
浦
町
）。
三
原
港
か
ら
高
速

船
で
約
一
三
分
、
フ
ェ
リ
ー
で
約
二
五
分
の
距
離
に
位
置
し
て
お
り
、

「
日
本
一
新
幹
線
駅
か
ら
近
い
島
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
島
に
は
長
年
、
島
の
活
性
化
に
取
り
組
む
「
元
気
さ
ぎ
し
ま

協
議
会
」
が
あ
る
。
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
積
極
的
に
地
域
づ

く
り
を
実
践
し
て
い
る
。
今
回
は
、
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
至
る
ま

で
の
過
程
と
こ
れ
ま
で
の
活
動
、
設
立
一
〇
年
目
を
迎
え
る
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
、
元
事
務
局
長
の
小こ

谷だ
に

章
一
さ
ん
と
、
会
の
組
織
づ

く
り
か
ら
関
わ
り
、
現
在
は
副
会
長
を
務
め
る
奥
野
征ゆ
く

代よ

さ
ん
に
話

を
う
か
が
っ
た
。

地
域
づ
く
り
に
積
極
的
な
佐
木
島
の
人
た
ち

　

昔
か
ら
佐
木
島
の
住
民
に
は
、
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
ろ

う
と
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
市
が
開
催
す
る「
市
政
懇
談
会
」。

毎
回
約
一
〇
〇
人
も
の
住
民
が
集
ま
り
、
会
場
は
満
席
。
市
に
対
す

る
質
疑
も
積
極
的
に
行
な
わ
れ
、
応
答
時
間
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど

だ
っ
た
。
い
ま
島
に
配
置
さ
れ
て
い
る
救
急
艇
や
救
急
搬
送
車
は
、

住
民
が
声
を
上
げ
て
市
に
求
め
た
結
果
だ
と
い
う
。

　

島
内
の
各
地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
環
境
美
化
や
耕
作
放
棄

地
活
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
向
む
こ
う

田た

地
区
で
は
一
九
九
二
年
か

ら
、
も
と
も
と
ミ
カ
ン
畑
だ
っ
た
放
棄
地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
継

続
的
に
桜
の
植
樹
を
実
施
。
二
〇
一
三
年
に
は
桜
の
木
の
オ
ー
ナ
ー

制
度
を
導
入
し
た
。
専
門
業
者
な
ど
に
は
頼
ら
ず
、
中
学
生
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
住
民
総
出
で
取
り
組
ん
だ
点
が
評
価
さ
れ
、
一
九
九
七

年
に
は
「
全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
。

現
在
で
は
約
一
三
〇
〇
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、「
塔
の
峰
千
本
桜
」
と

し
て
県
内
有
数
の
桜
の
名
所
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
か
ら
は
、
来
島
者
の
呼
び
込
み
と
島
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的

三
原
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

松
岡 

さ
く
ら

佐 木 島
（広島県三原市）

三原

生口島

高根島
因島

向島

しまなみ海道

尾道

2km

佐木島

佐木島：三原市沖に位置する。面積
8.71km2、周囲18.2km、人口683人（平
成31年1月末日現在）。主産業は農業
で、大平山（268m、しま山100選）の
山裾に柑橘畑が広がり、平坦地では
ワケギやメロンが栽培されている。北、
東、南西に集落があり、各地区で文化
や話し言葉に少し違いがある。

元
気
さ
ぎ
し
ま
協
議
会

住
民
主
体
で
魅
力
を
発
掘
、

「
海
浜
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
」な
ど
を
実
施
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と
し
て
、
毎
年
八
月
に
「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
さ
ぎ
し
ま
大
会
」
を
開

催
し
て
き
て
い
る
。
四
〇
〇
人
以
上
の
選
手
が
ス
イ
ム
・
ラ
ン
・
バ

イ
ク
で
競
い
合
う
。
住
民
と
約
二
五
〇
人
の
外
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

一
緒
に
な
っ
て
つ
く
り
上
げ
る
、

島
一
番
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。
準
備

と
運
営
を
担
う
実
行
委
員
会
の

中
心
は
、
島
内
三
地
区
を
ま
と

め
る
鷺
浦
町
内
会
で
あ
る
。
大

会
開
催
以
前
は
島
に
一
六
〇
〇

人
ほ
ど
が
暮
ら
し
て
い
た
が
、

地
区
を
ま
た
ぐ
交
流
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
と
い
う
。

「
島
に
人
を
呼
び
込
む
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
が
初

め
て
。
そ
れ
に
、
鷺
浦
町
内
会
を
母
体

と
し
た
実
行
委
員
会
の
結
成
で
、
島
内

の
人
的
交
流
が
非
常
に
活
発
に
な
っ

た
」
と
小
谷
さ
ん
は
い
う
。
住
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
、
参
加
者
と
の
交
流

に
よ
る
活
性
化
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、

本
大
会
実
行
委
員
会
は
二
〇
〇
九
年
に

「
広
島
県
い
き
い
き
地
域
づ
く
り
賞
」

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
大
会
に
は
、
現
広
島
県
知
事

の
湯
崎
英
彦
氏
が
チ
ー
ム
で
参
加
、
佐

木
島
と
縁
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
パ
ー
マ
ス
ト
ン
・
ノ
ー
ス
市
か
ら
招

待
選
手
を
迎
え
る
な
ど
盛
り
上
が
り
を

み
せ
た
。
今
年
で
三
〇
回
目
の
開
催
を

迎
え
る
。
大
会
実
行
委
員
会
を
中
心
に

住
民
一
丸
と
な
り
、
記
念
大
会
の
成
功

を
目
指
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
六
年
七
月
に
は
、
島
内
の
有

志
で
「
さ
ぎ
し
ま
を
愛
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
」
が
結
成
さ
れ
た
。
島
の

自
然
や
暖
か
い
風
土
な
ど
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
、
活
動
を
島
の
活
性
化
に
つ

県内有数の名所となった「塔の峰千本桜」。

西側からみる佐木島の全景。

「桜の木オーナー制度」での植樹。

「第29回トライアスロンさぎしま大会」の様子。

特集　島を元気にする組織・Ⅱ
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な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
山
登
り
ツ
ア
ー
、
桜

の
名
所
ガ
イ
ド
、
八
十
八
カ
所
め
ぐ
り
な
ど
を
催
行
し
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
に
は
こ
れ
ら
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、「
観

光
地
ひ
ろ
し
ま
！ 

お
も
て
な
し
ア
ワ
ー
ド
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

「
元
気
さ
ぎ
し
ま
協
議
会
」
の
立
ち
上
げ
と
活
動

　

二
〇
〇
八
年
、
三
原
市
で
離
島
・
中
山
間
地
域
活
性
化
対
策
の
取

り
組
み
が
始
め
ら
れ
た
。
佐
木
島
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
住
民
と
の

話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
、
過
疎
・
高
齢
化
な
ど
の
課
題
、
目
指
す
将

来
像
や
今
後
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換

が
行
な
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
島
内
活
性
化
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め

の
「
組
織
」
が
必
要
と
い
う
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
新
た

に
「
元
気
さ
ぎ
し
ま
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
当
時
の
会
員
は
約

一
〇
〇
人
、
鷺
浦
町
内
会
と
三
原
市
で
構
成
さ
れ
、
島
の
住
民
が
活

動
を
実
践
、
市
は
そ
れ
ら
の
活
動

を
支
援
す
る
役
割
だ
。

　

協
議
会
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の

は
、
活
性
化
計
画
の
立
案
だ
っ
た
。

農
林
水
産
省
所
管
の
「
農
山
漁
村

（
ふ
る
さ
と
）
地
域
力
発
掘
支
援
モ

デ
ル
事
業
」
の
補
助
金
を
活
用
、

幅
広
い
参
加
を
呼
び
か
け
る
広
報

を
島
内
全
戸
に
配
り
、
住
民
参
加

型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
四
回

開
催
、
延
べ
二
四
四
人
が
自
主
的
に
参
加
し
た
。
山
口
県
周
防
大
島

の
先
進
地
視
察
に
も
五
五
人
の
住
民
が
参
加
、
他
の
島
の
方
々
が
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿
を
見
て
、
強
い
刺
激
を
受
け
た
と
い
う
。

　

二
〇
〇
九
年
一
一
月
、「
元
気
さ
ぎ
し
ま 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
計
画
」

が
完
成
。「
健
康
と
癒
し
の
島
づ
く
り
─
─
さ
ぎ
し
ま
の
魅
力
を
発

掘
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
せ
る
島
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

①
観
光
交
流
、
②
健
康
づ
く
り
、
③
農
業
振
興
・
さ
ぎ
し
ま
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
、
④
定
住
促
進
、
⑤
環
境
美
化
、
⑥
郷
土
愛
醸
成
、
⑦
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
研
究
の
七
班
体
制
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

七
班
体
制
で
多
面
的
な
活
動
を
展
開

「
観
光
交
流
班
」
は
観
光
マ
ッ
プ
や
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
東
京

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
」
へ
の
出
展
ほ
か
、
島
内
ウ
ォ

ー
ク
や
特
産
品
の
販
売
、
食
事
の
提
供
な
ど
を
行
な
い
、
島
の
Ｐ
Ｒ

と
観
光
客
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
さ
ぎ

し
ま
体
験
日
帰
り
ツ
ア
ー
」
を
旅
行
会
社
や
観
光
協
会
と
連
携
し
て

実
施
。
島
外
か
ら
約
一
五
〇
人
が
参
加
し
た
。
島
の
地
域
資
源
と
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
活
か
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
検
討
の
た
め
、
島
根
県

の
農
家
民
宿
視
察
や
、
関
係
者
に
よ
る
講
演
会
も
開
催
し
た
。

　

島
の
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
だ
。「
さ
ぎ
し
ま

を
愛
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
と
県
立
広
島
大
学
が
連
携
し
、

「
海
浜
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ
」
を
開
発
（
後
段
の
「
体
験
ル
ポ
」
参
照
）。「
島
内

八
十
八
カ
所
の
お
大
師
さ
ん
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
と
、「
し

ま
山
一
〇
〇
選
記
念
大た
い

平へ
い

山ざ
ん

登
山
」
も
開
催
し
て
い
る
。

「元気さぎしま協議会」の会議の様子。
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ヒ
マ
ワ
リ
・
菜
の
花
な
ど
を
植
樹
。
看
板
を
設
置
し
、
三
カ
所
の
花

木
園
の
維
持
管
理
を
実
施
し
、
三
原
山
の
会
と
連
携
し
な
が
ら
大
平

山
登
山
道
の
整
備
も
手
掛
け
て
い
る
。

「
郷
土
愛
醸
成
班
」
は
、
文
化
財
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
、
観
光

案
内
板
や
文
化
財
説
明
板
、
八
十
八
カ
所
巡
礼
の
石
柱
を
設
置
し
た
。

「
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
研
究
班
」
は
、
島
の
情
報
を
広
域
的
に
発
信
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
桜
を
Ｐ
Ｒ
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
送
付
、

島
を
宣
伝
す
る
手
提
げ
袋
な
ど
も
製
作
し
、
配
布
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

外
部
か
ら
の
島
内
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
関
す
る
受
け
入
れ
や
対
応
、
島

内
で
の
調
整
を
主
に
行
な
い
、
現
在
は
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
友
好

の
森
」
の
整
備
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

組
織
が
抱
え
る
課
題
と
そ
の
打
開
策

　

協
議
会
は
、
今
年
三
月
で
設
立
一
〇
年
目
を
迎
え
る
。
今
も
毎
月

第
三
火
曜
日
の
午
後
七
時
半
か
ら
定
例
会
議
を
開
き
、
各
班
の
活
動

報
告
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
な
っ
て
い
る
。
か

つ
て
は
五
、六
〇
人
が
議
論
を
交
わ
し
て
い
た
が
、
現
在
の
参
加
者

は
三
〇
人
ほ
ど
だ
。
実
際
の
活
動
に
参
加
す
る
会
員
数
の
減
少
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

　

原
因
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
化
に
よ
る
人
材
不
足
を
背
景
に
、
一

部
の
会
員
の
み
が
活
動
し
て
い
る
状
況
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。
数

人
の
積
極
的
な
会
員
が
自
分
た
ち
だ
け
で
話
を
ま
と
め
て
し
ま
い
、

ど
ん
ど
ん
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
取
り

組
み
を
能
動
的
に
進
め
て
い
く
、
協
議
会
や
班
を
牽
引
し
て
い
く
意

「
健
康
づ
く
り
班
」
は
、
健
康
づ
く
り
講
座
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
、

関
係
講
習
を
開
催
。

「
農
業
振
興
・
さ
ぎ
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
班
」
は
、
食
に
関
す
る

独
自
の
地
域
資
源
開
発
を
目
的
と
し
て
、「
た
こ
わ
け
ぎ
じ
ゃ
が
（
地

元
の
特
産
品
を
使
っ
た
お
好
み
焼
）」の
調
査
研
究
を
行
な
っ
た
。
ま
た

広
島
県
と
連
携
し
、
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
牛
の
放
牧
や
、
島
内

と
三
原
市
内
の
幼
稚
園
児
・
小
学
生
を
対
象
と
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
掘

り
体
験
を
継
続
実
施
し
て
い
る
。

「
定
住
促
進
班
」
は
、
島
内
の
空
き
家
所
有
者
に
対
し
て
、
今
後
の

活
用
意
向
な
ど
の
調
査
を
実
施
、
定
住
促
進
を
図
る
た
め
の
条
件
整

備
を
行
な
っ
た
。
移
住
希
望
者
に
は
空
き
家
紹
介
な
ど
で
対
応
し
、

定
住
促
進
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
、
移
住
者
の
増
加
に
貢
献
し
た
。

「
環
境
美
化
班
」は
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
創
る
た
め
、
芝
桜
・

環境美化班が植えた菜の花畑。

「八十八カ所お大師めぐり」の石仏。

特集　島を元気にする組織・Ⅱ
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味
で
は
非
常
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
他
の
会
員
の
参
加
意
欲
を
下
げ
て
い
る
面
が
あ

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
な
か
に
は
、
自
分
に
は
話
が
来
て
い
な
い
、

誘
わ
れ
て
い
な
い
、
自
分
は
会
に
い
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
だ

ろ
う
か
…
…
と
感
じ
て
し
ま
う
会
員
も
い
る
の
だ
ろ
う
。
年
数
が
経

過
す
る
う
ち
に
参
加
者
の
固
定
化
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
は
、「
皆
で
の
協
議
」

が
重
要
だ
。
定
例
会
議
に
「
出
た
ら
必
ず
発
言
し
て
も
ら
う
」
こ
と
、

自
分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
「
オ
ー
プ
ン
に
話
し
合
い
が

で
き
る
人
た
ち
の
集
ま
り
」
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
が
必
要
だ
と
い
う
。

奥
野
さ
ん
は
、「
話
す
う
ち
に
何
か
が
生
ま
れ
て
く
る
」
と
語
る
。

　

ま
た
、
協
議
会
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
選
択
肢
の
一
つ
だ
。
立
ち
上

げ
当
初
に
実
施
し
た
住
民
同
士
で
の
ア
イ
デ
ア
出
し
を
も
う
一
度
行

な
い
、
目
指
す
べ
き
島
の
将
来
像
や
取
り
組
み
の
再
設
定
、
補
助
金

に
頼
ら
ず
自
主
的
な
資
金
の
獲
得
と
そ
の
運
用
、
途
中
で
希
望
の
班

に
自
由
に
移
る
こ
と
を
認
め
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

島
外
の
人
た
ち
に
よ
る
新
た
な
動
き

　

一
方
で
協
議
会
は
、
島
外
の
方
た
ち
の
存
在
や
取
り
組
み
に
も
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
が
気
づ
か
な
い

良
さ
や
魅
力
を
発
見
し
た
り
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や
企
画
を
提
案
し

て
く
れ
た
り
す
る
と
い
う
。

　
s
t
u
d
io
︱

L
代
表
の
山
崎
亮
さ
ん
が
、京
都
造
形
芸
術
大
学
で

二
〇
一
一
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
講
座
「
ふ
る
さ
と
と
い
う
最
前
線
」

を
受
講
し
た
関
東
圏
に
住
む
学
生
は
、
二
〇
一
四
年
に
佐
木
島
を
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
地
と
し
て
一
定
期
間
調
査
。
広
報
誌
『
双そ
う

鷺ろ

洲し
ゅ
う』

の
特
集
号
を
発
行
し
た
り
、「
島
★
彩
発
見
！ 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

in
さ
ぎ
し
ま
」
を
開
催
し
て
『「
さ
ぎ
し
ま
の
ア
ル
バ
ム
」

２
０
１
４
』
を
作
製
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
な
っ
た
。
今
で
も

援
農
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
住
民
と
の
交
流
は
続
い
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
に
は
、「
鷺
島
み
か
ん
じ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
。

（
一
社
）
三
原
観
光
協
会
を
主
体
と
し
て
、
住
民
と
三
原
市
内
の
飲

食
店
や
業
者
、
道
の
駅
関
係
者
な
ど
と
一
緒
に
取
り
組
む
。
過
去
に

は
、
放
棄
さ
れ
て
い
た
ミ
カ
ン
畑
を
管
理
し
、
秋
に
ミ
カ
ン
狩
り
ツ

ア
ー
を
開
催
。
フ
レ
ン
チ
の
世
界
的
巨
匠
・
熊
谷
喜
八
さ
ん
に
よ
る

ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
浜
辺
で
音
楽
を
楽
し
み
、

ビ
ー
チ
相
撲
も
行
な
う
「
秋
の
サ
ギ
・
ビ
ー
チ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を

開
い
た
。
い
ま
で
は
、
無
農
薬
で
柑
橘
を
育
て
る
農
家
と
の
共
同
で

の
ジ
ャ
ム
開
発
や
、
空
き
家
を
利
用
し
た
長
時
間
休
憩
所
「
島
時
間

『
鷺
邸
』」
の
設
置
、
島
の
柑
橘
を
与
え
て
育
て
た
鶏
卵
「
島
た
ま
ご
」

の
開
発
な
ど
を
手
掛
け
る
な
ど
、
島
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
に
着
目
し
、

Ｐ
Ｒ
と
観
光
客
の
誘
致
を
図
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
七
年
の
秋
か
ら
は
、「
八や

重え

潮し
お

の
会
」
も
島
で
活
動
を
始
め

た
。
埼
玉
県
出
身
の
女
性
が
提
案
し
、
島
の
住
民
と
三
原
市
外
に
在

住
す
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
身
近
に
あ
る
資
源
を
使
っ

て
、
楽
し
い
こ
と
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
海
水
を
薪
で
焚
き
、
塩
を

手
づ
く
り
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
春
と
秋
に
開
催
し
て
い
る
。
三
原
市
内

は
も
ち
ろ
ん
、
福
山
市
や
尾
道
市
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
と
く
に
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親
子
連
れ
に
人
気
が
あ
る
。
出
来
上
が
っ
た
塩
は
、
そ
の
場
で
お
む

す
び
や
煮
込
み
料
理
に
使
う
。
塩
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
料
理
の
味
は

絶
品
だ
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
に
、
多
く
の
住
民
は
好
感
を
抱
い
て
い
る
よ
う
だ
。

奥
野
さ
ん
は
、「
島
外
と
連
携
し
た
ほ
う
が
選
択
肢
も
増
え
る
。
い

ろ
い
ろ
な
人
が
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
い
る
し
、
情
報
発
信
力
も
大
き

い
」
と
語
る
。
佐
木
島
は
、「
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
協
力
す
る
」
土

地
柄
で
あ
る
。
小
谷
さ
ん
も
「
一
定
の
信
頼
関
係
と
つ
な
が
り
が
あ

っ
て
、
意
思
疎
通
が
早
い
。
同
じ
方
向
を
向
い
た
人
が
集
ま
っ
て
き

て
、
チ
ー
ム
が
出
来
や
す
い
」
と
話
す
。
今
後
、
島
外
か
ら
の
方
が

地
域
住
民
を
巻
き
込
み
、
一
緒
に
取
り
組
み
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う

動
き
は
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

島
外
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
さ
ら
な
る
発
展
を

「
地
域
お
こ
し
」
や
「
地
域
活
性
」
の
定
義
は
難
し
い
。
抱
え
る
課

題
や
考
え
ら
れ
る
解
決
策
は
地
域
ご
と
に
ま
っ
た
く
異
な
る
上
に
、

「
成
功
」
は
あ
っ
て
も
「
正
解
」
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
皆
で
議
論
し
、

で
き
る
こ
と
や
、
や
り
た
い
こ
と
に
一
つ
ず
つ
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
意
味
で
、
住
民
同
士
で
課
題
や
解
決

策
を
話
し
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
「
元
気
さ
ぎ
し
ま

協
議
会
」
の
存
在
は
非
常
に
大
き
い
。

　

佐
木
島
は
「
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
な
ん
で
も
で
き
る
、
ワ
ク
ワ
ク

が
あ
ふ
れ
る
」
島
だ
。
筆
者
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
、
外
部
団
体
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

す
る
中
で
、
そ
の
よ
う
に
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

協
議
会
は
地
域
主
体
で
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
を
活
用
し
、
大
学
や
観
光
協
会
な
ど
と
も
連
携
、
事
業
を
発

展
・
強
化
さ
せ
て
き
た
。
今
後
、
組
織
の
改
革
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

島
外
の
人
や
団
体
と
の
新
た
な
関
わ
り
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
発
展
で

き
る
可
能
性
を
十
分
に
持
っ
て
い
る
。

●

　

筆
者
は
現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
島
の
農
作
物
を
活
用

し
た
新
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
島
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
、
住
民
の
方
々
と
一
緒
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

Repo
体
験
ル
ポ  

観
光
交
流
班
の
活
動「
海
浜
セ
ラ
ピ
ー
」

■
砂
浜
あ
る
き
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

　

二
〇
一
八
年
六
月
二
四
日
、「
海
浜
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
」
に
同
行
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
、
三
原
市
内
や
近
隣
地
域
、
大
阪
や
京

都
な
ど
か
ら
も
来
ら
れ
て
い
る
。
健
康
に
関
心
が
あ
る
主
婦
の
方
や
子

ど
も
向
け
の
自
然
体
験
を
指
導
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
料
理
研
究

家
、
親
子
連
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

朝
九
時
半
、
鷺
港
に
参
加
者
が
到
着
。
協
議
会
の
会
員
で
、「
さ
ぎ

し
ま
を
愛
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
会
長
も
務
め
る
土
田
美
千
恵

特集　島を元気にする組織・Ⅱ
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さ
ん
の
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！  

よ
う
こ
そ
佐
木
島
へ
！
」
と
い
う

明
る
い
挨
拶
か
ら
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
。

　

参
加
者
ら
は
三
つ
の
班
に
振
り
分
け
ら
れ
、
各
班
に
二
人
の
ガ
イ
ド

が
つ
い
て
案
内
を
行
な
う
。
参
加
者
ら
は
ネ
ー
ム
タ
グ
に
名
前
を
記
入
、

セ
ラ
ピ
ー
会
場
の
大
野
浦
海
水
浴
場
ま
で
徒
歩
で
移
動
す
る
。「
今
日

は
ど
こ
か
ら
来
ら
れ
た
ん
で
す
か
？
」「
佐
木
島
に
来
る
の
は
初
め
て
で

す
か
？
」
と
、
ガ
イ
ド
と
参
加
者
の
会
話
が
弾
む
。

　

約
五
分
後
、
目
の
前
に
は
真
っ
青
な
海
が
広
が
る
。
そ
の
奥
に
は
市

内
の
街
並
み
と
山
々
も
見
え
る
。
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
の
心
地
よ
い
風

が
吹
き
、
か
す
か
に
潮
の
香
り
も
す
る
。

　

ま
ず
は
血
圧
を
測
る
。
セ
ラ
ピ
ー
前
後
で
ス
ト
レ
ス
の
度
合
い
が
ど

う
変
化
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
効
能
が
得
ら
れ
た
の
か
を
数
値
で
確

認
す
る
の
だ
。

　

い
よ
い
よ
セ
ラ
ピ
ー
の
開
始
。
水
際
ま
で
下
り
、
五
感
体
験
を
行
な

う
。
目
を
閉
じ
て
ゆ
っ
く
り
と
大
き
く
深
呼
吸
を
す
る
。
波
音
、
鳥
の

声
、
木
の
葉
の
揺
れ
る
音
、
船
の

音
に
耳
を
澄
ま
す
。
海
に
手
を
浸

し
、
砂
に
触
れ
る
。
六
月
の
海
は
、

ま
だ
少
し
ひ
ん
や
り
と
冷
た
い
。

「
名
前
は
一ひ

と

文
字
。
何
で
し
ょ
う

か
」
と
海
藻
ク
イ
ズ
が
始
ま
る
。

島
の
海
で
採
れ
る
と
い
う
こ
の
海

藻
、
幅
は
一
、二
セ
ン
チ
ほ
ど
で

細
長
く
、
深
緑
と
茶
褐
色
が
混

じ
っ
た
よ
う
な
色
を
し
て
い
る
。

い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
…
…
。

「
モ
（
ア
マ
モ
）
で
す
！
」

　

島
の
海
で
採
れ
た
と
い
う
ヒ
ジ
キ
を

も
ら
い
、
食
べ
て
み
る
。
少
し
コ
シ
が

あ
り
、
肉
厚
で
と
て
も
美
味
し
い
。

「
波
打
ち
際
に
立
っ
て
、
腹
の
底
か
ら

思
い
切
り
大
き
な
声
で
、
な
が
～
く
声

を
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
ち
、
に
の
、

さ
ん
！
」

　

み
ん
な
で
「
お
ー
ー
ー
い
！
」
と
揃

え
て
声
を
出
す
。「
わ
ー
ー
ー
！
」「
あ
り
が
と
ー
ー
ー
う
！
」
と
思
い
思

い
の
言
葉
を
叫
ぶ
。
声
を
出
す
と
体
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
と
し
、
思
わ
ず

笑
顔
が
溢
れ
る
。

　

つ
づ
い
て
、
マ
ッ
ト
を
砂
浜
に
敷
き
、「
セ
ラ
ピ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
」

を
行
な
う
。
ガ
イ
ド
の
指
導
に
従
い
、
約
三
〇
分
間
ゆ
っ
く
り
と
体
と

心
を
ほ
ぐ
し
て
い
く
。
ス
ト
レ
ッ
チ
の
後
は
手
づ
く
り
の
シ
ソ
ジ
ュ
ー

ス
を
い
た
だ
く
。
甘
酸
っ
ぱ
い
味
が
口
に
広
が
り
、
島
の
自
然
が
身
体

に
染
み
わ
た
っ
て
い
く
。

　

つ
ぎ
に
、「
鷺さ

ぎ
ラ
ッ
ポ

裸
歩
」
に
履
き
替
え
て
砂
浜
を
あ
る
く
。
鷺
裸
歩
と

は
海
浜
セ
ラ
ピ
ー
を
監
修
し
た
県
立
広
島
大
学
の
大
塚
彰
名
誉
教
授
が

開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ュ
ー
ズ
。
ま
る
で
裸
足
で
あ
る
い
て
い
る
か

の
よ
う
に
感
じ
る
の
だ
が
、
つ
ま
先
か
ら
か
か
と
に
か
け
て
は
ビ
ニ
ー

ル
で
で
き
て
い
る
の
で
、
貝
殻
な
ど
で
け
が
を
す
る
心
配
が
な
い
。
そ

の
ま
ま
海
に
入
る
こ
と
も
で
き
る
。
砂
の
柔
ら
か
く
心
地
よ
い
感
触
が

足
裏
か
ら
伝
わ
る
。
砂
浜
で
の
歩
行
は
平
地
に
比
べ
て
太
も
も
の
筋
肉

を
よ
り
活
発
に
使
う
た
め
、
柔
ら
か
い
足
場
で
負
荷
を
楽
し
み
な
が
ら

身
体
を
鍛
え
ら
れ
る
と
い
う
。

波打ち際での五感体験。

オリジナルシューズ「鷺裸歩（さぎ
ラッポ）」。
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松岡さくら （まつおか さくら）

1994年兵庫県姫路市生まれ。
大学卒業論文の調査中に佐
木島・小佐木島を訪れたこと
をきっかけに、2018年4月佐
木島へ移住。現在は三原市地
域おこし協力隊として、主に
島の農作物を活用した新商品
開発などに取り組む。

　

そ
の
後
、
血
圧
を
測
る
。
ス
ト
レ

ス
が
解
消
さ
れ
る
と
最
高
血
圧
が
下

が
る
と
い
う
が
、
個
人
差
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
中
に
は
、「
血
圧
が
上

が
っ
て
い
た
。
久
し
ぶ
り
の
佐
木
島

で
天
気
も
最
高
、
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
（
笑
）」
と
い
う

男
性
も
い
た
。

■
島
産
食
材
の
セ
ラ
ピ
ー
ラ
ン
チ

　

昼
食
に
「
セ
ラ
ピ
ー
ラ
ン
チ
」
を

い
た
だ
く
。
管
理
栄
養
士
が
考
え
た

献
立
で
栄
養
・
彩
り
・
味
に
配
慮
し
つ
つ
、
ヒ
ジ
キ
や
ワ
カ
メ
、
タ
コ
、

ワ
ケ
ギ
な
ど
佐
木
島
産
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
並
ぶ
。
こ
れ
ら
の
料

理
は
、
安あ

ん

政せ
い

柑か
ん

を
使
っ
た
お
菓
子
「
か
ひ
ね
り
」
を
生
産
・
販
売
す
る

「
ほ
っ
と
マ
ザ
ー
ズ
須
ノ
上
工
房
」
の
方
が
担
当
す
る
。
デ
ザ
ー
ト
と

し
て
、
採
れ
た
て
の
ス
イ
カ
と
、
筆
者
が
つ
く
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
レ

モ
ン
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
も
提
供
さ
れ
た
。
島
で
採
れ
た
無
農
薬
レ
モ
ン
を

使
用
し
、
砂
糖
の
代
わ
り
に
甘
酒
を
加
え
た
ヘ
ル
シ
ー
な
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
で
あ
る
。「
う
わ
！ 

美
味
し
い
！
」。
海
の
そ
ば
で
食
べ
る
島
の
味
は
、

何
倍
も
美
味
し
く
感
じ
る
。

　

ラ
ン
チ
の
後
は
自
由
時
間
。
設
置
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
寝
転

が
り
昼
寝
を
す
る
、
お
し
ゃ
べ
り
で
盛
り
上
が
る
、
砂
浜
で
貝
殻
を
探

す
、
周
辺
を
少
し
散
歩
す
る
な
ど
過
ご
し
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
持
参
し

た
ド
ロ
ー
ン
で
空
か
ら
の
風
景
を
撮
影
す
る
方
も
い
た
。

「
灯
台
ま
で
あ
る
き
ま
す
よ
ー
」
と
い
う
ガ
イ
ド
の
案
内
に
従
い
、「
恋

す
る
灯
台
」
に
も
認
定
さ
れ
た
佐
木
島
灯
台
ま
で
み
ん
な
で
あ
る
く
。

灯
台
へ
の
道
に
は
竹
が
生
え
て
い
る
。「
こ
う
や
っ
て
細
い
竹
に
耳
を

く
っ
つ
け
る
と
、
中
を
流
れ
る
水
の
音
が
聞
こ
え
る
ん
よ
」
と
、
普
段

は
自
然
体
験
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
働
く
女
性
参
加
者
が
教
え

て
く
れ
た
。
水
を
吸
い
上
げ
る
量
が
多
い
と
い
う
細
く
若
い
竹
を
み
ん

な
で
探
し
、
耳
を
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
け
る
。
耳
を
澄
ま
せ
る
と
、
ポ

コ
ポ
コ
ポ
コ
ポ
コ
…
…
と
音
が
す
る
。「
う
わ
、
ほ
ん
と
だ
！ 

聞
こ
え

る
！ 

す
ご
い
！
」
と
、
身
近
な
自
然
の
体
験
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

灯
台
散
策
後
、
シ
ー
ト
に
感
想
を
書
き
込
む
。「
島
の
自
然
に
癒
さ

れ
た
」「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
み
ら
れ
た
。

　

鷺
港
で
は「
島
の
ぱ
ん
屋
さ
ん
」の
出
張
販
売
が
行
な
わ
れ
、
マ
フ
ィ

ン
な
ど
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
。「
良
い
お
土
産
に
な
り
ま
し

た
！
」
と
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
満
足
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
秋

に
は
旬
の
ミ
カ
ン
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
販
売
も
あ
る
と
い
う
。

　

帰
り
の
高
速
船
が
来
た
。
船
の
中
か
ら
参
加
者
ら
が
手
を
振
る
。「
さ

よ
う
な
ら
～
！ 

ま
た
来
て
ね
～
！
」。
船
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
私
も

手
を
振
り
続
け
た
。

大野浦海水浴場でのセラピーストレッチ。
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